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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月11日(2017.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル画像を再構成する方法であって、前記方法は、
　四角形で囲まれたオブジェクトのデジタル表現を含むデジタル画像を受けるステップと
、
　前記四角形の湾曲を補正して四辺形を形成するステップと、
　前記四辺形における射影効果を補正して矩形を形成するステップとを含む、方法。
【請求項２】
　前記四辺形は平行四辺形である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記湾曲を補正するステップは、前記四角形の１つ以上の部分を、固有の四角形座標に
少なくとも一部基づいて変換するステップを含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記射影効果を補正するステップは、４点アルゴリズムを用いて前記四角形を変換する
ステップを含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記デジタル画像は、前記オブジェクトに対する法線から約３０度以上ずれた取込み角
度によって特徴付けられる、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記射影効果を補正するステップは特異値分解（ＳＶＤ）を含む、請求項１～３のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記射影効果を補正するステップは直接線形変換（ＤＬＴ）を含む、請求項１～３のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記射影効果を補正するステップは、ホモグラフィ変換Ｈを推定するステップを含む、
請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
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　前記Ｈを推定するステップは、１つ以上の点対応
【数１】

請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記Ｈを推定するステップは、４つの点対応を検出するステップを含み、

【数２】

請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　Ｈは、式λｐｉ＝ＨＰ′ｉを満たし、
　λ＝三次元基準座標位置（Ｘ，Ｙ，Ｚ）と、取込み装置の対応する基準座標位置との間
の焦点距離であり、
　ｐｉ＝（ｘｉ，ｙｉ，１）Ｔであり、
　Ｐ′ｉ＝（Ｘｉ，Ｙｉ，１）Ｔであり、
　ｉは、対応する画像における点ｐまたはＰ′のそれぞれの指数特徴である、請求項８に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記射影効果を補正するステップは、非線形リファインメントを実行するステップを含
む、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　再構成されたデジタル画像を出力するステップをさらに含み、
　前記再構成されたデジタル画像は、前記オブジェクトに対して垂直である取込み角度を
用いて取込まれた前記オブジェクトのスキャンされた５００ＤＰＩ画像と比較して約５画
素以下の画素位置誤差によって特徴付けられる、請求項１～１２のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記四角形の少なくとも一辺は、二次以上の多項式によって特徴付けられる、請求項１
～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記四角形の各辺は、二次以上の多項式によって特徴付けられる、請求項１４に記載の
方法。
【請求項１６】
　前記射影効果を補正するステップは、前記デジタル画像と再構成された画像との点対応
の座標を正規化するステップを含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記オブジェクトは、既知の高さと幅の比率によって特徴付けられる文書である、請求
項１～１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　システムであって、
　ロジックを実行するように構成されたプロセッサと、
　四角形で囲まれたオブジェクトのデジタル表現を含むデジタル画像を受けるように構成
されたロジックと、
　前記四角形の湾曲を補正して四辺形を形成するように構成されたロジックと、
　前記四辺形における射影効果を補正して矩形を形成するように構成されたロジックとを
含む、システム。
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【請求項１９】
　コンピュータ読取可能なプログラムコードを含むコンピュータプログラムであって、前
記コンピュータ読取可能なプログラムコードは、
　四角形で囲まれたオブジェクトのデジタル表現を含むデジタル画像を受けるように構成
されたコンピュータ読取可能なプログラムコードと、
　前記四角形の湾曲を補正して四辺形を形成するように構成されたコンピュータ読取可能
なプログラムコードと、
　前記四辺形における射影効果を補正して矩形を形成するように構成されたコンピュータ
読取可能なプログラムコードとを含む、コンピュータプログラム。
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